
特別養護老人ホーム印旛晴山苑

千葉県印西市大廻１８７番地

1　本年度の基本方針

２　職員体制

令和８年度　事業計画

通所介護事業 30名 日曜日、元日

所　　管　　事　　業

事　業　名

定員 休業日

入所事業 90名 無

短期入所事業 10名 無

施設名

所在地

事　業　所 職　　　　　種 常　　　　　勤 非　　常　　勤

管　理　者 施設長 1名

・介護で困っている方々を一人でも減らすべく利用者数を増やし、収入増による経営基盤の安定を図る。

・業務の無駄をなくした効率的な施設運営と適正な職員配置により人件費と業務執行経費の削減を図る。

・老朽化した設備、機器の故障により業務が停滞しないようメンテナンスの徹底を図る。

・職員の負担軽減と効率的な業務執行のためにICTの導入を検討していく。

介護支援専門員 1名 1名

介護職員 23名 27名

事務次長 1名

生活相談員 1名

事務職員 １名

看護職員 ３名 5名

洗濯場職員 4名

管理栄養士 1名

合　　計 ３７名 ４４名

運転手・他 1名

看護職員 1名

介護職員 ５名

通所介護事業所

管理者 1名

理学療法士 1名

生活相談員 2名

事務長 １名



３-１　事業名

入所事業 / 短期入所事業

　【本事業のミッション】

　【令和８年度の取組目標】

　【重点目標】

　【施設・設備整備計画】

令和８年度は実施の計画はありません。

令和８年度事業計画

73.0% 93.8% 79.3% 95.0%

◆目標利用率

令和５年度実績 令和６年度実績 令和７年度見込み 令和８年度目標

定員

  本事業は、要介護状態の悪化により介護で困っている方に対して必要なサービスを提供し、住み慣れ

た地域で自分らしい生活が出来るよう支援する。

  地域で介護に悩む方々の情報収集に努め、相談業務を増やし、利用者を増やすことに全力を尽く

す。職場環境改善のための施策を確実に実施し職員の定着支援を行う。以上の取り組みにより人員を

確保し安定的な稼働率の維持を目指す。

入所 90名 / 短期 10名

◆財務基盤強化への取組

　特養、短期入所とも95％の稼働率を目標にし、収入の安定化を図る。生産性向上の取り組みを行

い、効率的な人員配置と業務効率の改善を行う。老朽化に伴う設備の更新が必要な時期になってきて

いるため、故障前修理に努め、生産性向上の取り組みに効果的な設備の選定を行っていく。

◆利用者支援サービスの充実

　個別ケアの推進を図りサービスの質の向上を目指す。また、コロナ以降思うようなレクリエーショ

ンなど行えなかったため、ボランティアを積極的に受け入れ入居者の生活の満足感を得られるよう努

める。

◆コンプライアンス計画

　差別や虐待等の不適切なケアや個人情報の漏洩等地域からの信頼を失墜させないために、虐待防止

研修・身体拘束廃止研修等で意識向上を図り、職員一人ひとりが法令に乗っ取り適切な業務が行える

よう取り組みを行う。

◆人材育成と職場環境の整備

　年間研修計画を立案し適正な学びの機会を提供して人材育成を行い、各職員の目標達成に向けた取

り組みを支援する。

　見守り機器等ICT技術を積極的に取り入れ、効率的に業務を行うことで職員の負担軽減を行う。ま

た、人員確保の取り組みについて、様々な方策を検討し積極的な取り組みを行う。

入所 93.0% 87.0% 85.1% 95.0%

短期



３-２　事業名

　【本事業のミッション】

　【令和８年度の取組目標】

　【重点目標】

　【施設・設備整備計画】

令和８年度は実施の計画はありません。

◆財務基盤強化への取組

85％の稼働率を目標にし、収入の安定化を図る。

利用率 71.3% 74.4% 56% 85%

定員 30名

　本事業は、地域において身体が不自由になり外出の機会が減少した方に対して入浴、レクリエー

ション等により身体機能の維持や他者とのつながりを作る事により在宅生活の維持に寄与する。

　安定した経営を目標に地域に根付いたデイサービスの構築を行う。

　利用者から選んでいただける事業所になるよう、様々な企画を立案・実行し、楽しんで一日を過ご

していただく環境整備に努める。地域から信頼してもらえる施設を目指す。

◆目標利用率

令和５年度実績 令和６年度実績 令和７年度見込 令和８年度目標

通所介護事業

◆利用者支援サービスの充実

　皆様が継続して安心した在宅生活を送ることができるよう、一人ひとりのニーズに応じたサービス

の提供を行いアプローチしていく。また、楽しんで利用していただけるようマンネリ化しないレクリ

エーションを立案・実行していく。

◆コンプライアンス計画

　差別や虐待等の不適切なケアや個人情報の漏洩等地域からの信頼を失墜させないために、虐待防

止・身体拘束廃止等法令で定められている取り組みを適正に行い、さらに在宅における虐待を未然に

防止出来るよう地域と連携する。また、送迎時利用者の安全を確保するため交通ルールを順守し適正

な車両運行を行う。

◆人材育成と職場環境の整備

　年間研修計画を立案し適正な人材育成を行い、各職員の目標達成に向けた取り組みを支援する。

ICT技術を積極的に取り入れ、効率的に業務を行うことで職員の負担軽減を行う。

令和８年度事業計画


